
昭和53年8月乙5日

0主産にJJ]JJみ、皇かな家庭と郷土を築く。 I
C新時代にふきわしい技術を身につける。 I
0たえず経営研究に励み、合理化につとめる。 I

(大洲市民憲章) I 

三事長、trrま計時{ヲミ第 270号

( 7月末現在 1
39，045)¥ ~ 1:. I~J -';:L.-~~ ~ t 

し住民基本台帳j

男 lι ヲ715人前月比 i-30 
女 20，330人+31 

世帯数 11勺460世帯 十 30
I~! 積 2'10.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画調 笠 課

市の人口
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手見P負4栗9月の納税

jヨ

大 P
市対1114

め J
立科二
l等学T
-番困

ム
ザ
出

一
次
麗

第一

「山II2iコミュニ千イ曜草委

，~，~一一ナコぎつぎと誕生

市
立
博
物
館
で
は
、
第
一
次
展

一L
へ
洲
の
陀
史
展
)
を

L
る
七
月

末
を
以
で
好
評
担
に
終
わ
り
、
八

円
一
白
か
ら
第
二
次
展
を
十
一
円

二
十
九
日
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
大
洲
の
曜
史
の
中
竹
、

白
一
札
一
特
に
科
一
一
十
者
に
テ
ー
マ
を
し
ぼ

り
、
数
々
の
人
物
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
大
川
地
方
に
は
日
本
国
内

は
も
ち
ろ
ん
世
界
的
に
そ
の
名
を

知
ら
れ
た
学
者
、
技
術
者
が
あ
り

な
が
ら
、
犬
洲
の
人
が
知
ら
な
い

の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

一
一
一
瀬
諸
制
や
鎌
田
玄
台
は
よ
く

知
ら
れ
で
い
ま
す
が
、
世
界
的
な

数
山
一
子
者
森
永
覚
太
郎
・
氷
山
川
両
発

見
の
細
川
一
・
鴨
緑
江
に
鉄
橋
を

架
惜
し
た
三
瀬
幸
三
郎
副
肱
川
の

涜
れ
を
変
え
た
反
田
八
郎
兵
衛
e

和
算
の
大
家
別
官
四
郎
丘
一
編
猶
重

そ
の
伯
、

A
7
ま
で
に
博
物
館
を
訪

れ
た
方
は
一
様
に
驚
き
、
あ
ら
た

め
で
郷
土
の
誇
り
を
感
ピ
で
お
ら

れ
ま
す
。

コ
ミ
ユ
二
千
イ
づ
く
り
は
郷
土

の
よ
さ
を
共
通
理
解
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
個
人
、
団
体

を
間
わ
ず
で
き
る
だ
け
孝
一
く
の
方

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

上
y

。第
一
次
展
の
結
果
か
見
ま
す
と
、

意
外
に
一
山
外
の
方
の
入
館
が
多
〈
、

か
ん
ピ
ん
の
地
元
は
い
ま
一
白
ぬ
と

い
う
感
じ
で
す
の
折
角
巨
費
を
投

じ
て
建
設
さ
れ
か
~
ほ
さ
ん
の
博
物

館
を
ぜ
ひ
ご
利
旧
下
さ
い
。
人
館

料
は
加
畑
山
料
で
す
。
土
曜
の
午
後
・

日
曜
a

祝
日
は
休
館
で
ご
迷
惑
を

か
け
で
い
ま
す
が
、
し
め
ら
か
じ
め

申
し
込
人
で
下
さ
れ
ば
問
錯
し
で

お
り
ま
十
。

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
月
間
中
を
安
定
所
で
は
、

障
害
出
自
の
方
の
杭
叫
相
談
、
及
び

事
務
所
を
訪
問
し
て
の
指
導
や
そ

の
他
、
ん
古
種
の
採
一
一
一
一
面
、
助
成
制
度

の
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
下
さ
い
。

こ
れ
を
機
会
に
、
一
人
で
も
多

く
の
心
'
身
障
害
者
を
、
'
視
か
い
気

椿
ち
で
職
場
に
迎
え
ま
し
ょ
う
。

+
同
組
所
前
「
地

下
議
開
歩
噛
一
」

建
設
は
じ
ま
る

市
役
所
前
、
国
道
五
十
六
号
線

の
交
通
停
滞
が
ひ
ど
く
、
歩
行
者

の
横
断
が
危
険
で
し
た
が
、
二
の

た
び
、
建
設
省
に
よ
っ
て
地
下
横

断
来
遊
が
設
盟
号
ぜ
れ
る
ご
と

ιな

り
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
、
自
動
玲
の
交

通
に
支
障
会
い
よ
う
路
面
に
鋼
板

を
敷
美
一
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
ご
地

下
構
造
物
を
作
る
一
)
と
に
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
狭
い
場
所
で

の
て
予
の
た
め
、
付
近
の
背
を
ん

や
通
行
さ
れ
る
方
に
は
、
ご
迷
惑

を
か
け
ま
す
が
、
し
ば
尽
く
の
問

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
行
、
自
転
車
は
、
拾
し
ご
通

行
し
て
く
疋
さ
い

η

一
、
工
事
期
間
昭
和
五
十
二
一
年

七
月
一
一
十
九
日

か
ら
卜
二
月
一
一

十
日
空
ひ

幅
員
、
二
・
七

メ
ー
ト
ル

長
さ
、
四
十
五
・

四
メ
ー
ト
ル

構

造

日函
国
間
四
世

10 ，. .. .. .. 
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次
の
と
お
り
無
料
情
談
を
し
ま

ヌ
o
h
C気
軽
に
か
い
で
ノ
く
さ
さ
い
。

。
交
通
事
故
相
談
日

z

と

き

9
月
日
日
目
時
i
M
時

今
月

ω
B

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

。
人
権
相
談
己

と

き

9
月
別
日
日
時
1
日
時

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

O
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

9
月
l
日
日
時
;
日
時

日

臼

ク

凶

日

夕

ん

ゲ

回

日

。

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
一
旧
大
洲
公
会
堂
)

C
家
庭
児
童
相
談
臼

と

き

毎

日

。

時

1
日
時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
日

時
ま

C
、
円
限
H
、
祝

H
は
休
み
ま
す
む

と
こ
ろ
市
国
祉
事
務
所

。
行
攻
相
談
日

と

き

毎

日

9
時
1
日
時

み
と
だ
し
、
月
曜
日
は
休

み
ま
す
。

と
こ
ろ
市
民
会
館

。
不
動
産
相
談
日

と
き
毎
月
日
日
刊
時
i
M時

と
こ
ろ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

大
川
支
部
(
大
洲
市
若

宵
公
媛
相
互
訟
行
大

洲
支
庖
横
)

関

T

期
尋
問

γ
皐
期
治
掃
を

。9
月
が
ん
征
軍
月
間
ん

" 

全
国
で
「
が
ん
L

で
亡
く
な
っ

た
人
は
十
四
万
一
千
人
で
、
と
く

に
、
が
ん
年
齢
は
、
男
性
は
四
十

歳
か
ら
六
十
九
歳
、
女
性
は
一
二
十

歳
か
ら
六
十
凶
歳
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。早

く
発
見
し
、
治
療
す
れ
ば
「
が

ん
」
は
治
り
ま
す

G

必
ず
、
年
一
回
は
検
診
を
受
け

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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政財の市洲大
計の状況ム一

A特別
(単位千円)同

凶執行額口予算額
昭和52年4月 1日
昭和53年3月31日

1，921千円

1，540 

1，540 

額

額

額

引

現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

18，229千円

18，152 

18，152 

。

5，944千円

5，891 

5， 776 

115 

土地取得造成

泉

交通傷害保障

自
至

予算現額

収入済額

支e 出済額

差 引

予算現額

収 入 済 額

支出済額

差 引

"日
-lH且

1，288，478千円

1，284，908 

1，234，044 

50.864 

予算現額

収入済額

支 出 済 額

差引

20，493千円

23，227 

18，482 

4，745 

58，524千円

54，150 

56.968 

ム 2，818

「一一国民健康保険

予 算 現 額

収入済額

支出済額

差引

国保診療所

簡 易 水 道

予算現額

収入済額

支 出 済 額

差引

(歳出)

FE:-

トー

関 園
ーー1

現 盟
農 林水 災害i款 &IJ議会費総務費 民生費 衛生費 労働費 業費 商工費 土木賞 消防費教

育費 復旧費 公債費 諸支出金 予備費産

予算額 92，128 604，329 1， 956， 781 1 201， 663 44，1801 75 川お 63，12111， J前 145，3221 80 7，3641 187，931 382，774 36，500 1，269 
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109，496千円

109，581 

103，942 

5，639 

住宅新築資金等貸付事業

予算現額

収入済額

支出済額

差 引

場

1，992千円

1，463 

1，463 

畜と

予 算 現 額

収入済額

支 出 済 額

差引

(歳出)

昭和52年 4月 1日
昭和53年 3月31日

一般会計

自
至

区分 工業用水道事業会計 水道事業会計 国民宿舎事業会計 病院事業会計

(1)給水戸数 1戸 (1油会水戸数 7，170戸 (1川I容能力 (1)病床数 185床

(2)総配水量 (2)総配水量 宿 泊 110人 (2)診療科

内科、外科、整形外科
126，734rrf 2，771，677rrf 休 憩 200人

産婦人科、皮ふ泌尿器科

{ーう
うち有収水量 うち有収水量 (2)利用者数 理学診療科

126，734rrf 2，259，725rrf (イ)宿泊利用者 眼科(休診中)

事 耳鼻咽喉科(休診中)
有収率 有収率 12，525人

(3)職員数 95人

業
100.0% 81.5% (ロ河本憩利用者 医師 7人、看護婦57人

(3) 1日平均配水量 (3)1 B平均配水量 8，999人 医療技術員 10人

の 事務職員 12人
347rrf 7，594rrf (封入浴利用者

その他職員 9人

概
うち有収水量 うち有収水量 43，486人

(4)患者数及び診療収入

347rrf 6，191rrf 
外延患者数 67，345人

要 (4)職 員 数 9人 来診療収入 265，638千F

事務吏員 5人
入廷患者数 57，682人

院診療収入 540，719千円

技術吏員 3人 その植の臣動車収入 13，546千円

その他の職員 1人 lロk 計 819，903干F

項 目 金額 宅賓 目 金額 項 目 l金額 項 目 金額
千円 千円 千円 千円

総収益 4，026 総収益 107，040 総収益 75，570 総収益 824，356 

損
営業収益 3，996 

損
営業収益 101，657 

損
営業収益 75，283 

子員
医業収益 819，903 

営業外担益 30 営業外収益 5，383 営業外収益 287 医業外収益 4，432 

(ゴ 益 益 益 益 特別利益 21 

計 総費用 3，263 計 総費用 91，047 言十 総費用 71，940 言十 総費用 795，257 
経 算 営業費用 2，397 算 営業費用 80，416 算 営業費用 69，841 算 医業費用 779，398 

書
営業外費用 86白

書
営業外費用 10，560 

書
営業外費用 2，099 

書
医業外費用 11，630 

理 特別損失 71 特別損失 4，229 
当期純利益 763 当期純利益 15，993 当期純利益 3，630 当期純利益 29，099 

の
千円 千円 千円 千円

資本的収入 。 資本的収入 4，159 資本的収入 。 資本的収入 18，010 

ヰ犬
資 資

他補助会 計金 4，159 
資 資

補他助合金計 18，004 

固労き定翁3資I'C車a詮 6 
況 本 資本的支出 332 本 資本的支出 20，094 本 資本的支出 2，568 本 資本的支出 42，505 

的 企業債 自句 自旬 的

~X 償還金 332 ~X 建設改良費 5，569 ~X 建設改良資 566 ~X 建設改良費 19，387 

支 支
企業債

支
企業債

支
企業債

償還金 6，207 償還金 2，002 償還金 17，618 

開発費 8，318 草寺fJ主 5，500 

昭和52年4月1日
昭和53年3月31日

自
至

況状の計

。

事 ム一
A業

三善公民館(国民年金積立金還元融資施設)

金積立金還元融資施設)

F円

音必建設事業費

2，518，379千円
40.5% 

リ予算執行状況



財政状況の 公 表
大洲市告示第45号

大洲市財政状況の公表等に関する条例むよび地方公営企業法

第40条の 2の規定により昭和52年 4月 1日から昭和53年 3月31

日まで(昭和52年度)の本市財政状況むよび業務状況を次のと

おり公表します。

F重

宅

山

回

事在

建

立

昭和田年 7月28日

大洲市長 近 田 干ゾ〈

。人 口 3397 2人。世帯数 1 ~84 '1世帯

く〉 面 積 直の島

。。 3 km' 
(53，3.31現在)

市 財産 状 i毘
昭和53年 3月31日現在

種

別 面 積

地 435. 003rri 

十本 2， 954， 526 

f回 15，158 

士也 7，810 

f物 128，953 

木 51. 210m' 

財政調整基金

土地開発基金

そ の他特定目的基金

出 資金

J十

債費

等 金

628， 766千円

43， 259 

1，369 

584 

3，090，391 

56，999千円

138，012 

20，391 

24，125 

239，527 

況

188. 158 

主国

( 11 長期債 昭和53年3月31現住

区分

自立
tZL 三Z

特

別
ZZミA 

計

メ口L 

借 入 先
借入
件数

大 蔵 省 106 

郵 政 省 44 

そ の {也 97 

三十 247 

大 蔵 省
6 

重日 政 省
6 

y 正 の 他
1 

三十
13 

計 260 

(21 一時借入金

分

現 債 riD 

1，565，605千円

832，242 

1，384，152 

3.781. 999 

67.221 

70， 775 

47，912 

185. 908 

3，967，907 

1世帯当りの額 1人当りの額

ト一一一

144，415円

76. 768 

127.678 

348，861 

6.201 

6.528 

4.419 

17.148 

366，009 

ノ¥
司王 領

0千円。

40，390円

21. 471 

35， 709 

97，570 

1. 734 

1. 826 

1，236 

4. 796 

102，366 

市税と{主畏重量担の状況

市民税

466，486千円

47.0% 
43.030円/1世帯

12宮 035円/l人

会計

(歳
!陪

同: ~ljl ifi 

!r-耳額 96 

|由行対 日日

にで羽 関
地 ノぢ 娯楽51<i設 自動車地 }i 交通安全

分及担び金
税 柑閉税 取 得 税 対革持別

m与税 交付税 交付金交1H見交付金 負担金

6，4401 60即日 13，日ω 53，00011，6 28，38E 6，886 日1，163

2，9431 68，620 l~. 922 .¥6.66911.6 28，.18E 6，886 80，912 

金富十 (歳入)

自昭和52年 4月1日
至 昭 和53年 3月31日

地方議与税 1.1%

地方交付m
25.7% 

国庫支出金
25.5% 

金嘗住宅麗璽寺田地

の

関
使 用 料 国 庫

及び 出金 県支出金
手数料支

50，719 ;， 8641 558，339 

53，28211、611，2751 562，250 

将校

原予守司

財産収λ 寄附金 繰越金 i~ 収入 rjî

79，686 ，9剖 93，161 113，749 叩4，

52，591 12，6411 93，161 106. (， '94，: 

徳森保育所(圏E翌年1

一離合計性賛賢

白昭和52年 4，
至昭和53年 3，

貸付金57，499千円 0，9%

歳出車
6，220，73 

'，---一一

人件費

23.2% 
'......，、

'-----一一一一
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昭和53年8月25日

近
年
交
通
事
故
や
、
労
働
災
害

な
ど
の
増
加
に
よ
っ
て
血
液
の
需

要
が
ふ
え
、
ま
た
医
療
技
術
の
進

歩
に
よ
り
、
血
液
製
剤
の
原
料
と

し
て
の
需
要
の
伸
び
も
著
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

三事匿瓦瓦す宵3州

ま
す
。

「
献
血
を
通
じ
て
人
と
人
が
助
け

合
い
、
つ
な
が
り
合
う
し
と
い
う

精
神
に
そ
っ
て
、
献
血
の
輪
を
さ

ら
に
広
げ
、
血
液
安
定
と
確
保
に

ご
協
力
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
血
液
の
需
要
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
献
血
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

特
に
毎
月
第
一
木
曜
日
を
市
民

献
血
の
日
と
し
て
、
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
十
二
時
ま
で
市
立
大
洲

病
院
で
、
午
後
は
市
内
の
各
事
業

所
な
ど
に
献
血
を
お
願
い
し
て
い

献血に協力する高見山関

一献覇識の

予言

残 明 j
杏 ごム 1 J悶 j

れ l
た降 iの、;

第 270号

一一、
同
和
対
策
審
議
会
答
申

×事:×
ZZ紙三
目安ff
Z党試み
X>官閤干<X 

:事;

九
月
に
な
る
と
暑
さ
も
少
し
ず

つ
弱
ま
っ
て
き
ま
す
が
、
夏
の
疲

れ
か
ら
回
復
す
る
食
事
を
取
り
た

い
も
の
で
す
。
こ
の
季
節
の
も
の

と
し
て
は
野
菜
で
は
に
ん
じ
ん
、

た
ま
ね
、
ぎ
、
レ
タ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
魚
類
で
は
い
わ
し
、

さ
ば
、
さ
ん
ま
、
し
い
ら
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
今
月
は
に
ん
じ
ん
と

い
わ
し
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し

ょ
P70

A
W
に
ん
じ
ん

に
ん
じ
ん
に
は
品
種
が
多
く
、

四
季
を
通
じ
て
栽
培
さ
れ
て
い
て
、

シ
ュ
ン
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て

い
ま
せ
ん
。
特
徴
の
あ
る
成
分
と

し
て
は
、
燈
紅
色
の
色
素
で
あ
る

カ
ロ
チ
ン
類
が
含
ま
れ
で
い
ま
す

が
、
ご
れ
は
プ
ロ
ビ
タ
ミ
ン

A
と

A
V
4
7ム
マ
ム

wleλ

次
の
か
た
が
た
が
社
会
福
祉
事

業
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
と
げ
ま
す
。

(
敬
称
略
)

西
大
洲
久
保
恭
一

金

主す

い
わ
れ
る
も
の
で
、
人
体
内
で
ビ

タ
ミ
ン

A
に
変
化
し
て
効
力
を
発

揮
し
ま
す
。
半
面
、
こ
の
プ
ロ
ビ
タ

ミ
ン

A
は
、
小
腸
で
の
吸
収
が
半

分
く
ら
い
し
か
な
く
、
ま
た
、
保
存

中
に
失
わ
れ
や
す
い
た
め
、
栄
養

的
に
は
新
鮮
な
も
の
を
軟
ら
か
く

調
理
す
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

甘
味
成
分
と
し
て
は
蕉
糖
や
麦
芽

糖
が
少
量
の
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン

C

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
む

し
ろ
葉
の
部
分
に
多
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ビ
タ
ミ

ン
C
を
破
壊
す
る
酵
素
も
含
ま
れ

て
お
り
、
紅
葉
お
ろ
し
な
ど
を
し

た
時
は
、
大
根
の
ビ
タ
ミ
ン

C
を

損
失
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す。し
か
し
、
酢
を
加
え
た
り
、
加
熱

金

一

封

旧

処

長

岡

綾

犬

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町
祖
母
井
尊
憲

金
一
封
(
希
望
ケ
丘
荘
へ
)

八
多
喜
町
曲
目
岡
宇
喜
男

金
一
封
(
と
み
す
寮
へ
)

梅

川

松

本

雄

盈

金
一
封
(
希
望
ケ
丘
荘
へ
)

田

処

長

岡

ト

ヨ

コ

一
千
円
(
満
期
に
よ
る
拾
得
金
)

す
る
時
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

O

A
W
い

わ

し

ー

海
外
で
の
日
本
の
漁
場
が
し
だ

い
に
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

い
わ
し
の
利
用
の
見
な
お
し
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
的
に

は
、
タ
ン
パ
ク
質
源
と
し
て
す
ぐ

れ
て
お
り
、
鉄
、
リ
ン
、
ビ
タ
ミ

ン
類
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

脂
肪
分
は
季
節
に
よ
り
変
わ
り
ま

す
が
、
九
月
以
降
の
秋
に
増
加
し

て
一
五
%
く
ら
い
に
な
り
、
こ
の

時
期
に
昧
が
よ
く
な
り
ま
す
。
最

近
、
日
本
人
は
獣
脂
の
摂
取
が
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
魚
の
脂
肪
に

は
獣
脂
に
少
な
い
不
飽
和
脂
肪
酸

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て
も
す

す
め
ら
れ
ま
す
。
い
わ
し
は
鮮
度

が
落
ち
や
す
い
の
で
、
新
鮮
な
大

型
の
も
の
を
よ
く
吟
味
し
て
買
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
立
栄
養
研
究
所

農
学
博
士

新

谷

町

宮

岡

茂

園

九
万
八
千
五
十
円
(
第
六
副
愛
媛

ハ
ム
の
集
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
売
土
金
)
若
宮

大
洲
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
会

(
物
品
の
口
座
)

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
(
大
洲
育
成
園
へ
)

中

村

白

石

一

男

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

小
畠
義
樹

キ

9
月

μ
日
↑
災
害
に
備
え
る
消
防
職
員

よ

告
で
進
め
よ
う
渓
災
対
策

関
岡
臨
機
能
の
お

視
力
障
害
で
お
困
り
の
方
は
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
昭
和
五
十
三
年
九
月
十

二
日
山

午
前
十
時
1
十
四
時
二
宇

十
分
ま
で

ち
せ

場
所
大
洲
市
立
中
央
公
民
館

持
参
品
保
険
証
又
は
、
身
体

障
害
者
手
帳

検

診

料

無

料

検
査
医
師
松
山
赤
十
字
病
院

幸
塚
眼
科
部
長

佐野

zi 
E理計十
施調
iこ査
つの
い
て

十
月
一
日
に
は
、
全
国
的
な
規

模
で
庄
γ

議
計
調
査
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
約
五
百

万
の
住
宅
・
世
帯
を
対
象
と
し
た

「
住
宅
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
わ

れ
る
標
本
調
査
で
す
。

そ
の
結
果
は
、
園
、
都
道
府
県

や
都
市
な
ど
が
立
案
、
実
施
す
る

住
宅
建
設
計
画
、
都
市
計
画
、
環

境
整
備
計
画
な
ど
の
基
縫
資
料
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
市
内
の
国
勢

調
査
区
二
百
三
十
一

J

の
う
ち
、
二

籍
九
間
自
麟

日
展
は
長
い
歴
史
を
も
っ
我
が

国
最
大
の
規
模
を
誇
る
総
合
美
術

公
募
展
で
あ
り
ま
す
。

本
展
は
昨
年
秋
、
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
第
九
回
展
の
作
品
の
中

か
ら
、
特
に
よ
り
す
ぐ
っ
た
代
表

的
作
家
の
作
品
や
受
賞
作
品
、
本

県
関
係
作
家
の
秀
作
を
展
示
し
、

優
れ
た
現
代
美
術
の
鑑
賞
を
す
る

た
め
に
聞
か
れ
る
も
の
で
す
。

よ
い
機
会
で
す
か
ら
、
ご
鑑
賞

下
さ
い
。

一
、
会
場

内展会

愛
媛
県
立
美
術
館

(
松
山
市
堀
之
内
)

期
九
月
一
日

L
二
十
日

一
示
日
本
画
七
十
七
点
、

容
洋
画
百
四
点
、
彫
刻

五
十
一
点
、
工
芸
美

術
六
十
八
点
、
書
十

六
点

椴
当
日
七
百
円

明
治
維
新
と
と
も
に
、
新
し
く

生
ま
れ
か
わ
っ
た
日
本
は
、
近
代

化
を
め
ざ
し
て
歩
み
は
じ
め
ま
し
し
か
し
な
が
ら
、
、
大
政
官

た
。
長
い
差
別
と
圧
政
に
苦
し
め
布
告
は
形
式
的
な
解
放
令
に

ら
れ
た
最
下
層
の
人
々
が
、
待
ち
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

望
ん
で
い
た
日
が
や
っ
て
き
た
の
単
に
ベ
っ
し
よ
う
を
廃
止
し

で
す
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一
年
)
身
分
と
職
業
が
平
民
な
み
に

八
月
一
一
十
八
日
、
い
わ
ゆ
る
解
放
あ
つ
か
わ
れ
る
こ
と
を
宣
明

令
が
出
さ
れ
た
の
で
す
。
し
た
に
と
ど
ま
り
、
現
実
の

け
れ
ど
も
、
明
治
政
府
は
、
部
社
会
関
係
に
お
け
る
実
質
的

落
の
解
放
を
名
だ
け
の
も
の
と
し
な
解
放
を
保
障
す
る
も
の
で

な
ん
ら
具
体
的
な
施
策
を
お
こ
な
は
な
か
っ
た
。
い
い
か
え
れ

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

ば

、

封

建

社

会

の

身

分

階

層

τ、A
i
-
-
i
l
I
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
i
i
l
-
-泊

1
1
1
1
1
1
1
1

E耳、

十
八
地
区
が
標
本
理
論
に
基
づ
く

科
学
的
な
方
法
に
よ
り
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
査
を
お
願
い
す
る

お
宅
に
は
、
九
月
末
ま
で
に
、
‘
調

査
員
が
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い

に
あ
が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
票
に
吉
田
か
れ
た
事
柄

は
統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に
使
い
、

そ
の
ほ
か
の
目
的
に
使
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
安
心
し
て
正

確
な
申
告
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。知

ら
せ

前

売

六

百

円

高

校

生

当

日

凶

百

円

団
体
当
日
三
百
五
十
円

小

学

生

当

日

二

百

円

老
人
及
び
身
障
者

当
日
二
一
百
五
十
円
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